
「オープンソース」という言葉を聞いたことがあります

か？オープンソースとは英語表記で「Open Source」となり

固有名詞です．オープンという言葉のニュアンスから，公

開されたソフトウェアを意味するであろうことは容易に想

像できると思います．Wikipedia によると１，オープンソー

スとは「ソースコードを公開して，プログラムを自由に使

用・修正・配布できるようにする」という「考え方」を意

味します２．オープンソースを名乗るには単にソースコー

ドを公開するだけではなく，厳密に定められた定義［１］を

満たす必要があります．全文はリンク先を参照してくださ

い．

オープンソースである以上，ソースコードを公開するの

は当然ですが，特に重要なことはソフトウェアの変更と再

頒布を認めなければならないことです．これはソフトウェ

ア開発者にとって重要な問題です．動機が趣味であれ業務

であれ，開発者はコストを費やしてソフトウェアを開発し

ます．オープンソフトを名乗るにはソースコードを公開す

るだけでなく，第３者によるソフトの改変と改変者による

頒布を認めなければならないのです！こう書くと，オープ

ンソースはソフトウェア開発者にメリットはないように思

えます．では，なぜソフトウェア開発者はオープンソフト

を選択するのでしょうか？開発者にとって一番重要なこと

はソフトウェアの著作権です．せっかく開発したプログラ

ムを公開したばかりに，第３者に横取りされてしまえば，

ソフトウェア開発者の苦労が報われません．このようなこ

とを防ぐ仕組みがソフトウェアのライセンスです．オープ

ンソースはソースコードを公開することを義務づけていま

すが，同時に改変，再頒布する場合はオリジナルのソース

コードとソースコードに対するパッチファイルとして提供

しなければならないことを定めています．つまり，改変点

をオリジナルに対する差分として提供することで，オリジ

ナル開発者の完全性（integrity）を保証するのです．再頒布

されたプログラムは元々のソースコードど差分ファイルを

組み合わせることで，初めて改変されたプログラムを動か

すことができるのです．再頒布されたソースコードには改

変者の著作権も記されますが，元々の著作権を変更するこ

とは認められません．このようなライセンスを採用するこ

とにより，ソフトウェア開発者の著作権を保護しつつ，

ソースコードを広く公開することができるわけです．

一方，オープンソースと対になるライセンスの概念とし

てプロプライエタリ・ソフトウェアがあります．プロプラ

イエタリ・ソフトウェアとはパッケージ形式で提供される

商用ソフトウェアと同義で使われることが多いですが，厳

密にはソフトウェアの改変・再頒布を認めないライセンス

形態を指します．第３者による改変・再頒布を防ぐために

多くの場合，ソースコードは頒布されず，実行形式のバイ

ナリファイルで提供されます．当然，実行バイナリに対す

るリーバスエンジニアリング３も禁止されています．マイ

クロソフトをはじめとする，ソフトウェアメーカーの多く

は，プロプライエタリとしてソフトウェアを提供していま

す．ソフトウェアメーカーは多くの予算と人材を費やして

ソフトウェアを開発します．開発に費やしたコストは価格

に反映させ販売し，数年かけて回収します．また，プロプ

ライエタリ・ソフトウェアの多くは商用のソフトウェアで
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あるために数年にわたる保証期間とサポートのコストも同

時に含んでいます４．

では，なぜデータ解析にオープンソースを利用するので

しょうか．オープンソースのソフトウェアを使ってデータ

解析をしなくても，製品として発売されているグラフソフ

トや解析ツールを使ってもデータ解析はできます．市販さ

れているグラフソフトは高度なデータ解析機能を持つ場合

がほとんどです．「プロプライエタリ・ソフトウェアを廃

してオープンソースのみを使え！」というような思想のも

とに，オープンソースの使用を強制しているわけでもあり

ません．

オープンソースを採用する理由は，誰でも自由に使える

からです．また，用途に応じて自由に改良できるからです．

このことは，例えば共同研究等で重要な意味を持ちます．

次のような状況を考えます．Aさんは，B社が開発したソ

フトウェアを購入して，すべてのデータ解析を行っていま

す．Aさんの共同研究者が，自分の所属先でAさんと同じ

作業をするには，Aさんと同じ環境を整える必要がありま

す．つまり，B社のソフトウェアを購入する必要がありま

す５．ですが，はじめからオープンソースソフトウェアを用

いてデータ解析環境を構築しておけば，常に最新の環境を

すべての共同研究者同士が共有できるのです．本講座で紹

介する，オープンソースのスクリプト言語や解析ツールの

ほとんどは，様々なOS環境に移植されています．そのよう

なスクリプト言語で解析環境を構築すれば，日本国内に限

らず世界中で環境を構築できます．オープンソースソフト

ウェアは，無料で公開され自由に使える代わりに，メー

カー製品のような充実したサポートはありません．また，

簡単なマニュアルが整備されているわけではないので，プ

ログラム言語を習得するような努力が必要です．しかし，

そのような負担があっても，例えば，大学の研究室のよう

な規模と予算が限られている環境では，オープンソースを

採用するメリットは大きいと思います．大学・大学院は学

生を教育して人材を生み出す必要があります．企業は大学

等とは異なり，収益を生み出すために研究活動をするわけ

ですから，専門分野をそのまま生かすことは難しい状況で

す．ですが，たとえ専門分野が異なっても，データ解析の

ノウハウを自分自身で構築できる力をもった学生を育成で

きれば，社会に役立つ人材を生み出すことにつながるので

はないでしょうか．

次に，オープンソースの考え方が，サイエンス的な物の

考え方と相通じるものがあるからです．サイエンスの世界

では，研究者の成果は論文として公表されます．別の研究

者が，論文を引用しつつ，さらなるアイデアを加えること

によって研究を発展させます．このとき，引用元の成果の

オリジナリティは保証されています．つまり，サイエンス

的な物の考え方は，結果を公表することで先駆性とオリジ

ナリティを保証し，他の研究者は成果を自由に研究し引用

することで，サイエンス全体が発展します．サイエンスの

世界では，分野が異なるにもかかわらず同じ解析手法が通

じる場合が多数あります．例えば，フーリエ変換によって

スペクトル解析をすると，物事の見通しが良くなることは

分野を問わずよく知られていることです．ということは，

オープンソースソフトウェアを使ってデータ解析を行おう

とした場合，他分野で同じソフトウェアを使って解析して

いる成果を利用することができます．一方，逆もまた真で，

我々のコミュニティの成果が，他の分野で使われることが

あるでしょう．従って，我々のこのような活動は，プラズ

マ・核融合コミュニティの成果になるだけでなく，計算科

学，サイエンス全体への貢献になります．このような活動

は，研究者だけでなく，大学・大学院で学ぶ学生への教育

効果ももたらすでしょう．

この講座では，筆者らが開発している環境を前提に，

オープンソースソフトウェアの使用例と使い方を紹介しま

す．第２章では，本格的にスクリプト言語や解析ツールを

紹介する前に，便利なツールを使った小技を紹介します．

第３章では，スクリプト言語Pythonを使った，データ処理

やグラフ作成を紹介します．第４章では，スクリプト言語

Ruby を使った，データ処理を紹介します．Ruby は，日本

発のスクリプト言語として注目されているプログラミング

環境です．第５章と第６章は，外部から著者を招きました．

第５章では，地球流体分野で活用されているRuby を使っ

たツールの紹介と活動の経緯を紹介していただきます．こ

の分野での活動を知ったことが，今回の講座を立ち上げた

経緯でもあります．第６章では，Octave というソフトウェ

アを使ったデータ解析を紹介していただきます．第７章

は，古式ゆかしいFortran を使ったデータ解析例を紹介し

ます．オープンソースで開発されているFortran コンパイ

ラの使い方を説明し，さらに Python といったスクリプト

言語と組み合わせる使い方を紹介します．この講座で紹介

したツールやスクリプトは原則，のちに立ち上げるホーム

ページ上でダウンロードできるようにしたいと考えていま

す．ご期待ください．
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